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北
那
須
３
市
町
（
那
須
町
、
大
田
原

市
、
那
須
塩
原
市
）
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

向
上
の
た
め
、
夜
間
延
長
窓
口
の
開
設

曜
日
と
時
間
を
統
一
し
ま
す
。
10
月
７

日
か
ら
次
の
と
お
り
に
変
更
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
曜
日　

毎
週
水
曜
日

▼
開
設
時
間　

午
後
５
時
15
分
〜
７
時

※
水
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
木
曜
日

に
延
長
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
課（
本
庁
）　

住
民
生
活
課
、
保

健
福
祉
課
、
税
務
課

▼
問
合
せ　

総
務
課
行
政
改
革
係

☎
72 

６
９
０
２

令
和
２
年
第
６
回
那
須
町
議
会
定
例

会
が
９
月
４
日
か
ら
９
月
18
日
ま
で
の

15
日
間
開
催
さ
れ
、
30
議
案
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
人
事
案
件
】

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

伊
藤
晴
康
氏
（
川
原
町
）
が
新
た
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
30
日
で

任
期
満
了
と
な
っ
た
教
育
委
員
会
教
育

長
に
平
久
井
好
一
氏
（
小
羽
入
）
が
、

教
育
委
員
会
委
員
に
鈴
木
尚
栽
氏
（
新

町
）
が
、
引
き
続
き
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

【
那
須
町
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
条
例
の

制
定
】

子
育
て
世
帯
等
地
域
に
お
け
る
居
住

の
安
定
に
特
に
配
慮
が
必
要
な
世
帯
へ

良
好
な
賃
貸
住
宅
の
供
給
を
行
う
た
め
、

地
域
優
良
賃
貸
住
宅
の
設
置
お
よ
び
管

理
に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
で
す
。

【
事
業
契
約
の
締
結
】

黒
田
原
地
区
定
住
促
進
住
宅
整
備
事

業
の
設
計
、
建
設
お
よ
び
維
持
管
理
・

運
営
に
関
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
那
須

ラ
イ
フ
株
式
会
社
と
事
業
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

【
補
正
予
算
】

地
方
財
政
法
の
規
定
に
基
づ
き
財
政

調
整
基
金
積
立
金
を
計
上
し
た
ほ
か
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
の
た
め
教
育
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
追
加
導
入
費
用
や
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
に
要

す
る
事
業
費
等
を
令
和
２
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
総
額
は
、

５
億
９
，
３
０
０
万
円
が
追
加
さ
れ
、

１
７
５
億
３
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

【
決
算
の
認
定
】

令
和
元
年
度
各
会
計
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
決
算
の
概
要
は
、
広
報

11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
67
回
日
本
伝
統
工
芸
展
（
日
本
工

芸
会
、
朝
日
新
聞
社
な
ど
主
催
）
の
入

賞
・
入
選
者
が
8
月
26
日
付
け
で
発
表

さ
れ
、
峯
岸
勢
晃
さ
ん
（
上
川
）
が
、

入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。
峯
岸
さ
ん
は
、

平
成
８
年
に
初
入
選
し
、
通
算
で
11
回

目
。
こ
の
度
入
選
し
た
作
品
「
窯
変
米

色
青
瓷
」
と
し
て
は
、
２
回
目
の
入
選

で
す
。

窯
変
米
色
青
瓷
は
、
炎
が
被
ら
な
い

（
酸
化
）
茶
色
の
部
分
と
、
炎
が
被
る

（
還
元
）
青
色
の
部
分
が
あ
り
ま
す
。

窯
の
中
で
、
酸
化
の
部
分
と
還
元
の
部

分
を
、
一
つ
の
作
品
に
出
す
の
は
至
難

の
技
で
、
こ
の
技
法
を
安
定
的
に
で
き

る
人
は
お
ら
ず
、
窯
変
米
色
青
瓷
の
作

品
は
、「
幻
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
3
年
前
ま
で
は
上
手
く
で
き
な
い

の
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
作
品
一
つ
一

つ
を
自
分
で
検
証
し
、
ど
う
し
た
ら
上

手
く
焼
け
る
か
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

一
歩
一
歩
進
ん
で
き
て
、
よ
う
や
く
自

分
の
思
う
よ
う
に
焼
き
上
げ
る
こ
と
が

か
な
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
す
峯
岸
さ
ん
は
、
20
年
以
上
こ
の

技
法
を
研
究
し
続
け
て
い
ま
す
。

器
の
形
に
よ
っ
て
、
酸
化
の
茶
色
部

分
と
還
元
の
青
色
部
分
の
出
方
（
炎
の

辿
り
方
）
が
違
う
そ
う
で
す
。

「
も
っ
と
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
を

試
し
、
ま
た
、
明
る
い
色
や
、
引
き
締

ま
っ
た
色
な
ど
、
色
々
な
表
情
を
見
せ

ら
れ
る
よ
う
色
の
展
開
を
出
せ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
窯
変
米

色
青
瓷
の
技
法
を
、
作
品
に
ど
う
生
か

せ
る
か
、映
え
さ
せ
る
か
を
考
え
、こ
の

技
法
を
深
め
て
い
く
の
が
目
標
で
す
」

と
、
こ
れ
か
ら
の
展
望
を
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
今
後
も
峯
岸
さ
ん
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

９
月
議
会
定
例
会　

教
育
長
の
任
命
や
那
須
町
地
域

優
良
賃
貸
住
宅
条
例
の
制
定
な
ど
30
議
案
を
可
決

▶
入
選
し
た
作
品
「
窯
変
米
色
青
瓷
面
取

壺
」
。
「
青
は
炎
が
器
体
を
た
ど
り
釉
を

染
め
た
証
の
色
」
と
の
こ
と

10
月
７
日
〜
12
日
に
、
日
本
橋
三
越
本
店

で
、
峯
岸
さ
ん
の
個
展
が
開
催
さ
れ
ま
す

日本伝統工芸展で峯岸勢晃さんが入選日本伝統工芸展で峯岸勢晃さんが入選

せ
い
こ
う

よ
う
へ
ん
べ
い

し
ょ
く
せ
い
じ

10
月
７
日
か
ら 

夜
間
延
長
窓
口
は
毎
週
水
曜
日
で
す


